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The study on the book “Meika-gafu So-mei-syu” compiled by Daikakuan Kaio 
with lots of haiku and botanical illustration
金　子　明　代
KANEKO Akiyo
The book “Meika-gafu So-mei-syu” is a haiku book published in Nagoya in the late Edo 
period. That was compiled and published by Daikakuan Kaio, whose profession was to evaluate 
haiku. That contained haiku and illustrations about the seasonal flowers. The painters who drew 
the illustrations represented many kinds of flowers beautifully and characteristically. In this 







の別書名があるとする 1。国文学研究資料館の新日本古典籍総合データベースだけでも 20 件のコレ
クションがヒットするほか、大学などの研究機関や全国の図書館に複数の現存本が登録されている 2。
さらに、個人蔵となっているものもある。それぞれの登録書名は、題簽や刊記などから採られている。
その成立は文政 5（1822）年から同 10（1827）年とされ、その 30 年ほど後の安政 4（1857）年
の奥付を持つ後刷本も確認されている。
　撰者の竹内塊翁（1764 〜 1829）は、尾張知多郡の生まれで、初号を竹有、別号を大鶴庵とし、


























































































　このうちの張月樵（1772 〜 1832）は、近江彦根職人町の出で京で呉春（1752 〜 1811）に学
んだ後の寛政年間（1789 〜 1801）中に名古屋へ移り、尾張藩の御用画師となった人物である 18。








　春冬之部 30 丁ウの冬牡丹の図は、寛政 10（1798）年の序を持ち暮雨巷臥央が編じ月樵が画を担

















巻 丁オ／ウ 筆者 巻 丁オ／ウ 筆者
秋之部 1丁オ～2丁ウ ― 夏之部 14丁オ 玉僊
3丁オ 玉琴 14丁ウ 玉僊
15丁オ 墨仙／大寉
3丁ウ 玉琴
4丁オ 松臺 15丁ウ 大寉
4丁ウ 墨僊／墨僊 16丁オ 玉僊
5丁オ 大路 16丁ウ 玉僊
5丁ウ 大路 17丁オ 葵園
6丁オ 秋圃／秋圃 17丁ウ 葵園
6丁ウ 秋圃／秋圃





7丁ウ 大路／大路 20丁ウ 芝石
8丁オ 菊泉 21丁オ 大路／大路
8丁ウ 大路／大路
21丁ウ 大路
9丁オ 大鶴／大路 22丁オ 菊泉
9丁ウ 大路／大路 22丁ウ 菊泉
23丁オ 雪潭
10丁オ 玉琴／玉琴 23丁ウ 水谷氏
24丁オ 日光山下普記
24丁ウ 玉僊
10丁ウ 玉琴 25丁オ 大路
11丁オ 大路
11丁ウ 大路／弓影 25丁ウ 大路
26丁オ 玉鳳
12丁オ 秋圃 26丁ウ 秀眞
27丁オ 大路
27丁ウ 大路
12丁ウ 秋圃／秋圃 28丁オ 大路
13丁オ 秋圃／大路 28丁ウ 墨仙
29丁オ 墨仙
13丁ウ 大鶴／大鶴 29丁ウ 墨仙
14丁オ 大路／大路 30丁オ 大路
14丁ウ 大路／大路 30丁ウ 水谷氏
15丁オ 大鶴／大鶴 31丁オ 梅逸
15丁ウ 翠岳 31丁ウ 玉僊
16丁オ 大路／大路 32丁オ 大路
32丁ウ 大路
16丁ウ 大路 33丁オ 菊泉
33丁ウ 秀眞
34丁オ 葵園
17丁オ 大鶴／月樵 34丁ウ 翠岳
35丁オ 玉鳳
35丁ウ 玉鳳
17丁ウ 秋圃／孔南 36丁オ 弓影
36丁ウ 弓影
18丁オ 大路／大路 37丁オ 菊泉
18丁ウ 大路／大路 37丁ウ 秀眞
19丁オ 玉僊 38丁オ 水谷氏
19丁ウ 大路
20丁オ 玉鳳／菊泉 38丁ウ 水谷氏
20丁ウ 玉鳳／玉鳳 39丁オ 大路
21丁オ 大鶴 39丁ウ 梅逸




22丁ウ 玉琴 春冬之部 1丁オ～2丁ウ ―
23丁オ 秋圃 （春） 3丁オ 玉鳳
23丁ウ 墨僊 3丁ウ
24丁オ 墨僊 4丁オ 玉鳳
4丁ウ 芝石
24丁ウ 墨僊 5丁オ 大路／水谷氏
5丁ウ 玉鳳




27丁オ 墨僊 7丁オ 玉鳳
7丁ウ 玉僊／玉鳳




28丁ウ 墨僊 10丁オ 玉琴
29丁オ 墨僊 10丁ウ 大路／大路
11丁オ 大路
29丁ウ 墨僊 11丁ウ 玉鳳
12丁オ 梅逸
30丁オ 墨僊 12丁ウ
30丁ウ 墨僊 13丁オ 玉鳳
31丁オ 大路／大路 13丁ウ 菊泉
14丁オ 玉鳳／玉鳳／玉鳳
31丁ウ 大路／大路 14丁ウ 玉琴
32丁オ 玉鳳 15丁オ 花溪
32丁ウ 大鶴／秋圃 15丁ウ
33丁オ よし　あし　二所にして一所なり　全く雌雄といふ説はろし 秋圃 16丁オ 黄花／黄花／黄花
33丁ウ 秋圃／秋圃
34丁オ 弓影 16丁ウ 黄花
34丁ウ 秋圃／秋圃 17丁オ 芝石
17丁ウ 玉鳳
18丁オ 芝石／仙果
35丁オ 大路／大路 18丁ウ 墨樵
35丁ウ 大路／大路 19丁オ 玉僊／黄花
36丁オ 大路 19丁ウ 仙果
36丁ウ 月樵 20丁オ 弓影
夏之部 1丁オ～3丁オ 月樵 20丁ウ 墨樵
3丁ウ 臥雪 21丁オ 玉僊
4丁オ 21丁ウ
4丁ウ 22丁オ 墨僊
5丁オ イセ東籬 22丁ウ 大路
5丁ウ 玉鳳 23丁オ 黄花
6丁オ 秀眞 23丁ウ 菊泉
6丁ウ 玉鳳 24丁オ 玉鳳
7丁オ 芝石 24丁ウ
7丁ウ
8丁オ 大路 25丁オ 玉鳳
8丁ウ 大路 25丁ウ
9丁オ 春冬之部 26丁オ 玉僊
9丁ウ 大路 （冬） 26丁ウ
10丁オ 玉鳳 27丁オ 花溪
10丁ウ イセ東籬 27丁ウ 花溪
11丁オ 大寉／大寉 28丁オ 仙果
28丁ウ 仙果
11丁ウ 大寉／大寉 29丁オ 少年貞吉
12丁オ 大路 29丁ウ 玉鳳
12丁ウ 大路 30丁オ 月樵









































































































































































































































亭墨僊」と記されている 22。「筆者目録」によると、秋之部 12 図、夏之部 4 図、春冬之部 1 図の計
17 図を担当している。巻によって担当図の数に偏りがあるのは墨僊が同 7 年に没したためと思われ、
『艸名集』の図が時間をかけて徐々に集められたことを示唆している。












　梅逸とされる図は夏之部に 2 図、春冬之部に 1 図ある。名古屋の天道町の彫刻師の父のもとに生









　また、拙稿では人物の確認に至らなかったものの 27、秋之部 34 図、夏之部 19 図、春冬之部 6 図
を担当したとされる大路の図は、図によって表現や内容の密度に差があるものの草花の特徴を極め
て正確に写した図が含まれる点が興味深い。夏之部 32 丁オの時計草の図は、その複雑な姿態の特






















も現れる絵師や 33、旭亭玉鳳、水谷菊泉、高橋仙果、安藤玉琴、舎人葵園（1780 〜 1848）ら玉僊
らに連なる絵師 34 が含まれる。さらに塊翁ら絵を専門的に学んでいない俳人が筆者として登場する。
玉琴が担当したとされる秋之部 3 丁ウの影を切り抜いたように平面的な蘭の図は明らかに中国画学
書『芥子園画伝』の「蘭譜」を引くものである【図 11】35。同じく玉琴の秋之部 10 丁オの芋の図
や玉鳳の秋之部 20 丁ウの稗と高麗黍の図は、『北斎漫画』三編の 27 丁ウの芋や蜀黍の図を参照し
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図 10 図 11
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図 7『艸名集』菫　個人蔵
図８『艸名集』時計草
名古屋市鶴舞中央図書館
図９『艸名集』時計草
名古屋市鶴舞中央図書館
図１０『艸名集』蓴菜、水菘房
名古屋市鶴舞中央図書館
図１１『艸名集』蘭　個人蔵
図１２『艸名集』芋　個人蔵
図１３『艸名集』稗、高麗黍　個人蔵
図１４『北斎漫画』芋
図１５『北斎漫画』蜀黍
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